
（委員数５名）
（出席数５名）

５件

制約付き一般競争入札 ２件

随 意 契 約 １件

制約付き一般競争入札 １件

指 名 競 争 入 札 １件

（お問合せ）　 〒920-8577　金沢市広坂１丁目１番１号
　　金沢市総務局監理課　工事契約係
　　電話：076-220-2101

次　　　　　　　　　　　　第

１　開会
２　審議案件
 (1)　工事等に係る入札・契約手続きの運用状況等について
　　ア　平成２８年４月１日から平成２８年１０月３１日までに係る本市発注工事
           及び工事関連委託業務の結果について
　　イ　入札参加資格停止の運用状況及び談合情報への対応状況について
 (2)　委員があらかじめ抽出した案件に係る業者選考等の経緯について
　　　　（平成２８年７月１日から平成２８年９月３０日）
３　閉会

抽 出 案 件

平成２８年度 第３回金沢市入札制度評価委員会の審議概要

開 催 日 及 び 場 所 平成２８年１２月１日（木）　　　金沢市役所　第３委員会室

委　　　　　　　　　　　　員
委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

坂井　美紀夫（弁護士）
後藤　正美（金沢工業大学教授）
米田　  満（公認会計士）
松本　樹典 （金沢大学教授）
本間　　学（金沢大学准教授）

工
事

・　鞍月１丁目ほか１町地内配水管改良工事
・　浅野配水制御所流量計取替工事

・　新内川第二発電所水車・発電機付属機器改良工事

別紙のとおり

委員会による報告
又は意見の具申

　平成２８年度第２四半期の発注工事等に係る入札・契約手続きの運用については、適正
に行われていると判断する。

・　寺津警報所整備実施設計業務委託

審議内容

委
託

・　中山間地域活性化拠点施設整備事業管理棟新築工事実施設計業務委託



別　　紙

総　　括

委員からの意見は、概ね次のとおりであった。

　意見の詳細は、次のとおり。

○　積算情報を行政情報公開請求から情報提供に変更したと
あったが、これにより以前よりも積算しやすくなったのか。

・　積算情報は昨年度までは行政情報公開制度による紙ベース
での提供であったが、現在は情報提供となり、希望者に電子
データで提供している。
　これにより、積算情報を入手しやすくなり、データ分析も
容易になったことから、積算もしやすくなったと考える。

鞍月１丁目ほか１町地内配水管改良工事

◯　最低制限価格未満での失格者が多いが、その理由は。同様
の工事の入札結果はどのような状況か。

・　昨今は同種工事において、最低制限価格前後の金額に応札
が集中し、平均で３割を超える応札が最低制限価格未満で失
格となっている状況がある。また、今回はあまり実績の無い
工法が含まれ、他の工事の積算資料が参考に出来ない部分が
あったため、失格者が増加したのではないかと推察してい
る。

浅野配水制御所流量計取替工事

◯　入札参加申込は３者あったが、２者が辞退し、応札したの
は１者となった。入札参加資格要件に問題はなかったのか。

・　本工事は浄水場の中央管理システムとの連携が必要なた
め、施工には一定の技術力が必要であることから、同種工事
の実績を入札参加資格要件としているが、入札参加資格要件
に問題はないと考えている。

新内川第二発電所水車・発電機付属機器改良工事

◯　設置後２７年経過しているが、修繕や改修を行いながら現
機器を継続使用するか、機器を全面的に更新し、発電効率や
省エネルギーのものにするかの判断はどうしているのか。

・　性能の最大限の発揮、安全性の確保を最優先にしたうえ
で、出来る限り経費縮減となるよう長期計画を策定してい
る。今回取替と一括更新で経費比較を行った結果、取替工事
となった。

寺津警報所整備実施設計業務委託

◯　入札参加業者が１者のみだが、他にどのような業者を想定
していたのか。

・　他の自治体の入札結果を基に調査した結果、実績を有する
業者が複数者確認できたことと、発電関連の工事は民間工事
がほとんどで、われわれが把握できない実績等のある業者が
多くいることから、今回のような条件で入札を行った。

◯　特殊な業務である場合、対象となる業者が積極的に公告を
見て入札し参加してくれればよいが、今後は想定する業者へ
いかに周知していくかが課題となる。

中山間地域活性化拠点整備事業管理棟新築工事実施設計業
務委託

◯　競争性が働き、適正な入札結果になっていると思われる。

２　委員があらかじめ抽出した案件に係る業者選考等の
　経緯について

  　工事及び委託業務の業者選考等が適正に行われていることを確認した。
　
　　現時点で本市の入札契約制度に大きな問題点は見られないが、制度の不断の見直しは大切であり、
　国や県の制度との整合性も含め、検討を続けていくことが必要である。

質　　疑　・　意　　見 応　　　　　　　答

１　工事・委託業務に係る入札・契約手続きの運用状況等


